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事業名 ： 「パートナーシップに基づく電線ドラム輸送の大型コンテナを利用した
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ポイント

H19普及事業

事業名 ： 「パ トナ シップに基づく電線ドラム輸送の大型コンテナを利用した
鉄道輸送へのモーダルシフトによる省エネルギー事業」

事業者 ： 筑後運送㈱、住電日立ケーブル㈱、タツタ電線㈱、大電㈱、㈱合通、日本貨物鉄道㈱

３１ｆｔ私有コンテナの導入により、既存トラック輸送を行っていたケーブルのドラムを効率的に積載し、
往復輸送に鉄道モーダルシフトを実施することでＣＯ２排出削減と輸送の効率化を同時に達成

実施後：３１ｆｔコンテナを活用した鉄道往復輸送実施前：鉄道・トラック併用による往復輸送

ＪＲ貨物 ＪＲ貨物 ＪＲ貨物 ＪＲ貨物

往復輸送に鉄道モーダルシフトを実施することでＣＯ２排出削減と輸送の効率化を同時に達成。

ＪＲ５ｔコンテナ ９３０ｔ／年

貨物
鳥栖貨物ターミナル駅

貨物
大阪貨物ターミナル駅

ＪＲ貨物
鳥栖貨物ターミナル駅

ＪＲ貨物
大阪貨物ターミナル駅

佐賀工場 大阪工場

テナ 年

１０ｔ・１４ｔトラック １８８４ｔ／年

３１ｆｔコンテナ ２１０３ｔ／年

佐賀工場 大阪工場トラック ／年

１０ｔ・１４ｔトラック １６２１ｔ／年

３１ｆｔコンテナ １４４４ｔ／年

佐賀工場
大阪工場

専用私有３１ｆｔコンテナの導入で

◎事業費 ： ２４．５百万円
（国費 ： ８．２百円）

㌧ 年

補助対象設備補助対象設備

・３１ｆｔウイングコンテナ２基

１０ｔ １４ｔトラック １６２１ｔ／年 専用私有３１ｆｔコンテナの導入で
ＣＯ２排出削減と効率的な輸送を同時に達成！

積み込みの様子

◎ ＣＯ２排出削減量 ３０６㌧／年
（３７６㌧／年 → ７０㌧／年（実績））

◎ ＣＯ２排出削減率 ８１．３％

３１ｆｔウイングコンテナ２基
・トラクターヘッド１台
・２０ｔシャーシ１台 架台等を利用した効率的な積載により

モーダルシフトを実現


